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北

ア
メ

リ

カ
極
北

地
域

の
動

物

と
民
族

文

化

ー
ア
ザ
ラ
シ
と
カ
リ
ブ
ー
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ
、
犬
を
中
心
に

岸
上
伸
啓

は
じ
め

に

図1イ ヌイ ッ トとイ ヌピア ックの居住地域

人
類
と
動
物
と
の
か
か
わ
り
方
は
、
地
域
や
文
化
、
時
代
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
地
域
に
住
む
人
類
に
と

っ
て
地
元
の
動
植

物
を
資
源
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
生
存
に
と

っ
て
不
可
欠
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
と
く

に
極
北
地
域
の
動
物
は
、
食
料
資
源
や
衣
類
、
道
具
の
原
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
、
犬
は
狩
猟

の
補
助

や
輸
送
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た

。
し
た
が

っ

て
、
人
類
と
極
北
地
域
に
生
息
す
る
動
物
は
独
特
な
関
係
を
培

っ
て
き
た
が
、
こ
の

一
〇
〇
年
あ
ま
り
の
間
に
、
そ
の
両
者
の
関
係
は
大
き
く
変
わ

っ
て
き

た
。

本
節
で
は
、
北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
地
域
に
住
む
イ
ヌ
イ

ッ
ト
と
イ

ヌ
ピ

ア
ッ
ク
を

事
例
と
し
て
、
彼
ら
と
動
物
と
の
関
係
を
、
極
北
地
域
の
自
然
環
境

、
狩
猟
活
動
、

世
界
観
と
の
関
連
か
ら
描
き
出
す
。
さ
ら
に
そ
の
関
係
の
歴
史
的
な
変
化
を
跡
付
け
、

そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

る
。

イ
ヌ
イ

ッ
ト
は
カ
ナ
ダ
中
部
極
北
地
域
か
ら
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
か
け
て
の
広
大

な
沿
岸
地
帯
に
住
ん
で
い
る
人
々
で
あ
り
、
イ

ヌ
ピ

ア
ッ
ク
は
ア
ラ

ス
カ
北
西
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
々
で
あ
る
。
彼
ら
は
エ
ス
キ
モ
ー
語
を
母
語
と
し

て
い
る
が
、
異

な
る
方
言
を
話
す
。
彼
ら
は
エ
ス
キ
モ
ー
と
総
称
さ
れ
て
き
た
が
、
本
節
で
は
両
者
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を
指
す
場
合
に
は

「極
北
民
」
と

い
う
名
称
を
用

い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
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北
ア
メ
リ
力
極
北
地
域
の
環
境
と
動
物

北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
地
域
は
、
こ
の
地
球
上
で
も
特
異
な
環
境
を
形
成
し
て
い
る
。

極
北
地
域
は
、
高
緯
度
に
位
置
す
る
た
め
、
夏
季
に
は
日
照
時
間
が
極
端
に
長
く
な
る
が
、
冬
季
に
は
日
照
時
間
が
極
端

に
短
く
な
る
。

北
緯
六
六
度
を
越
す
地
域
で
は
、

一
年

の
う
ち
に

一
日
以
上
太
陽
が
地
平
線
の
下
に
沈
ま
な

い
日
や
地
平
線
上
に
昇
ら
な

い
日
が
存
在
し

て
い
る
。
そ
こ
で
は
き
わ
め
て
寒
く
、
暗
く
、
長
期
間
続
く
冬
季
と
涼
し
く
、
明
る
い
が
短

い
夏
季
が
交
互
に
出
現
す
る
。

極
北
地
域
は
低
温
低
湿
で
あ
る
。
真
冬
に
は
零
下
二
〇
度
以
下
に
な
る
し
、
真
夏
で
も
月
間
平
均
気
温
が

一
〇
度
を
超
え
る
こ
と
が
き

わ
め
て
少
な

い
。
極
北
地
域

の
大
地
は
永
久
凍
土
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、
夏
季
に
表
土
が
解
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、
地
下
数
メ
ー
ト
ル

か
ら
数
百

メ
ー
ト
ル
に
わ
た

っ
て

一
年
中
、
凍
結
し
た
状
態
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
極
北
地
域
の
大
地
は
滋
養
分
が
少
な
い
た
め
、
多
様
な

植
生
は
生
育
し
な
い
う
え
に
、
高
木
も
存
在
し
な

い
。

こ
こ
で
紹
介
し
た
寒
冷
環
境
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
紀
元
後

=

、
二
世
紀
ご
ろ
か
ら
始
ま

っ
た
地
球
の
寒
冷
化
に
由
来
す
る
。
そ
の

寒
さ
が
頂
点
に
達
し
た
の
は
、
紀
元
後

一
五
、
六
世
紀
で
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
現
在

で
は
極
北
地
域
の
温
暖
化
(正
確
に
は
、
気
候
変
動
)

が
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
つ
い
最
近
ま

で
、
寒
冷
な
気
候
が
続
い
て
い
た
。
極
北
地
域
は
人
間
の
生
存
に
と

っ
て
き
わ
め
て
厳
し
い
環

境

で
あ
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
が
、
多
数

の
大
型

の
海
獣
類
や
陸
獣
類
、
魚
類
、
鳥
類
が
生
息
し
て
い
る
。
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
ガ
ン
な
ど

の

渡
り
鳥
や
ク
ジ
ラ
類
も
季
節
的
に
到
来
し
、

一
定

の
期
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
地
域
に
生
息
す
る
代
表
的
な
動
物
は
、
ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ
シ
や
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
ア
ザ
ラ
シ
類
、
ホ
ッ
キ

ョ
ク
ク
ジ

ラ
や
シ
ロ
イ
ル
カ
、
イ

ッ
カ
ク
な
ど
の
ク
ジ
ラ
類
、
セ
イ
ウ
チ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
、
カ
リ
ブ
ー
、
ジ
ャ
コ
ウ
ウ
シ
、
ホ
ッ
キ

ョ
ク
ゥ
サ

ギ
、
ホ

ッ
キ
ョ
ク
ギ
ツ
ネ
、
カ
ナ
ダ
ガ
ン
、

バ
ク
ガ
ン
、
ケ
ワ
ダ
ガ
モ
、
ラ
イ
チ
ョ
ゥ
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
イ
ワ
ナ
、
ホ
ワ
イ
ト
フ

ィ

ッ
シ
ュ
、
サ
ケ

・
マ
ス
類
な
ど
で
あ
る
。



極
北
地
域

の
動
物
は
、
低
緯
度
地
域
の
動
物
と
比
較
す
る
と
、
種
の
数
が
少
な
い

一
方
、
同
種
と
し
て
は
大
型
で
あ
り

、

一
種
あ
た
り

の
頭
数
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
寒
冷

ツ
ン
ド
ラ
地
域
に
生
息
し
て
い
る
た
め
、
毛
皮
を
持

つ
動
物
や
厚

い
脂
肪
部

を
持

つ
動
物
が

多

い
。

1

極
北
地
域
に
お
け
る
動
物
と
人
間
の
関
係

寒
冷
環
境
へ
の
人
類
の
適
応

図2カ リブー皮製の衣類 を着 たハンター

(1990年4月 カナダ ・ヌナヴト準州ペリーベイ村)

北
ア
メ
リ
カ
の
極
北
地
域
に
人
類
が
進
出
し
た
の
は
、
今
か
ら
四
〇
〇
〇
年
以
上
も

前
の
こ
と
で
あ
る
(デ
ュ
モ
ン

一
九
八
二
一
マ
ッ
ギ
ー

一
九
八
二
)。
人
類
が
極
北
地
域
で
生

き
る
た
め
に
は
、
寒
冷
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ

っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
が

適
応
に
成
功
し
た
鍵
は
、
彼
ら
が
生
み
出
し
た
生
活
様
式
、
と
く
に
独

特
な
衣
食
住
の

ス
タ
イ
ル
で
あ

っ
た
。

現
在
の
イ
ヌ
イ

ッ
ト
文
化
の
祖
形
は
、
紀
元
後

一
〇
世
紀
ご
ろ
に
ア
ラ
ス
カ
の
沿
岸

部
で
発
生
し
、
西
は
シ
ベ
リ
ア
の
北
東
端
に
位
置
す
る
チ

ュ
コ
ト
半
島

の
沿
岸
地
域
か

ら
東
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
ま
で
拡
散
し
た
捕
鯨
を
基
盤
と
す
る
チ
ュ
ー

レ
文
化
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
斉

一
性
の
高

い
広
域
文
化
は
、
地
球
の
寒
冷
化
が
進
む
と
と
も

に
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ

ラ
の
生
息
頭
数
が
減
少
し
た
た
め
に
、
生
業
基
盤
が
ア
ザ

ラ
シ

や
セ
イ
ゥ
チ
な
ど
各
地
域

に
生
息
す
る
動
植
物
に
依
存
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
の
よ

う
な
過
程
で
斉

一
的
な
チ

ュ
ー
レ
文
化
は
、
地
域
的
に
多
様
な
文
化

へ
と
変
貌
を
遂
げ

た
。
現
在
の
イ
ヌ
イ

ッ
ト
文
化
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
紀
元
後

一
六
世
紀
前
後
で
あ
る
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と
推
定
さ
れ
て
い
る
(デ
ュ
モ
ン

一
九
八
二
一
マ
ッ
ギ
i

一
九
八
二
)。

歴
史
的

に
知
ら
れ
て
い
る
イ

ヌ
イ

ッ
ト
は
、
夏
季
に
は
ア
ザ
ラ
シ
皮
製
の
テ
ン
ト
に
住
み
、
冬
季
に
は
イ
グ
ル
i
(雪
の
家
)
や
芝
土
で

覆
わ
れ
た
半
地
下
式
住
居
に
住
む
こ
と
に
よ

っ
て
寒
さ
か
ら
身
を
守

っ
た
。
さ
ら
に
、
暖
房
、
明
か
り
、
調
理
の
た
め
に
ア
ザ
ラ
シ
の
脂

油
を
燃
焼
さ
せ
る
石
ラ
ン
プ
が
利
用
さ
れ
た
。
衣
服
と
し
て
は
、
カ
リ
ブ
ー
の
毛
皮
を
利
用
し
た
防
寒
上
着
と
ズ
ボ
ン
や
、
ア
ザ
ラ
シ
皮

製
の
手
袋
や
靴
が
利
用
さ
れ
た
。
食
料
資
源
と
し
て
は
、
地
元
で
捕
る
こ
と
が
で
き
る
動
植
物
、
と
く
に
動
物
の
肉
を
生

で
食

べ
る
こ
と

や
多
量
の
脂
肪
を
摂
取
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
生
存
に
必
要
な
カ
ロ
リ
ー
と
と
も

に
ビ
タ
ミ
ン
類
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ

う
に
イ
ヌ
イ

ッ
ト
が
、
極
北
地
域

の
寒
冷
環
境
に
適
応
で
き
た
要
因
の
ひ
と

つ
は
、
地
元
の
動
植
物
を
食
料
資
源
や
衣
類
、
道
具
を
製
作

す
る
た
め

の
原
材
料
と
し
て
活
用
し
て
き
た
点

で
あ
る
。
こ
の
文
化
的
な
側
面
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
基
本
的
に
は
継
続
し
て
き
た
。
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動
物
と
人
間
の
関
係

イ
ヌ
イ

ッ
ト
と
動
物
と
の
関
係
か
ら
動
物
は
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
大
別
で
き
る
。
第

一
に
、
動
物
は
イ
ヌ
イ

ッ
ト
に
と

っ
て
食
料
資

源
や
材
料
資
源
を
え
る
た
め
の
捕
獲
の
対
象
で
あ

っ
た
。
第
二
に
、
動
物
の
中
で
も
犬
だ
け
は
、
狩
猟
や
移
動
の
た
め
の
使
役
動
物
で
あ

り
、
イ
ヌ
イ

ッ
ト
に
よ

っ
て
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
第
三
に
、
イ
ヌ
イ

ッ
ト
は
多
く
の
動
物
種
の
お
の
お
の
に
総
称
名
を

つ
け
、
そ
れ
ら
の

動
物

の
習
性
に
つ
い
て
知

っ
て
い
る
も
の
の
、
彼
ら
が
日
常
生
活
の
中
で
ほ
と
ん
ど
活
用
し
な
い
動
物
が
存
在
し
た
。
た
と
え
ば
、
第

一

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
動
物
と
し
て
ア
ザ
ラ
シ
と
カ
リ
ブ
ー
、
ホ
ッ
キ
ョ
ク
ク
ジ
ラ
が
、
第
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
動
物
と
し
て
犬
が
、
第
三
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
動
物
と
し
て
ワ
タ
リ
ガ
ラ
ス
や
カ
モ
メ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ア
ザ

一フ
シ
と

カ

リ
ブ

ー

カ
ナ
ダ

の
極
北
地
域
に
住
む
イ
ヌ
イ

ッ
ト
に
と

っ
て
、
ア
ザ
ラ
シ
と
カ
リ
ブ
ー
の
肉
や
脂
肪
は
ホ
ッ
キ
ョ
ク
イ
ワ
ナ
と
な
ら
び
も

っ
と



も

重

要

な

食

料

資

源

で
あ

る

。

さ

ら

に

ア
ザ

ラ

シ

と

カ

リ

ブ

ー

の
毛

皮

は

、

衣

類

、

手

袋

、

靴

の
原

材

料

に

な

る

。

カ

ナ

ダ

の
中

部

極

北

地

域

に

住

む

ネ

ツ
リ

ク

・
イ

ヌ
イ

ッ
ト

は

、

一
年

を

次

の
よ

う

に

一
〇

(イ

ヌ
イ

ッ
ト
名
)
か

ら

=

二
(内
容
)
に

分

け

て

い
た

。

そ

れ

ら

は
、
=

年

中

で
も

つ
と

も

寒

い
時

期

」
(嶋
§

ミ
"
、

一
月
～

二
月
に
対
応
)
、
「
太

陽

の
暖

か

さ

を

感

じ

始

め

る

時

期

」
(恥§

§
ミ
、

三
月
ご

ろ
)
、

「
太

陽

が
上

空

に
長

く

と

ど

ま

り

始

め

る

時

期

」
(薄
討
§
§
隷
、

四
月
は
じ
め
ご

ろ
)
、

「
早

生

ま

れ

の

ア
ザ

ラ

シ

が

生

ま

れ

る

が

死

ん

で
し

ま

う

時

期

」
(ミ
§

ミ
隷
、
四
月
ご
ろ
)
、

「
ア
ザ

ラ

シ

の

子

供

が

生

ま

れ

る

時

期

」
(ミ

§
書

ミ
、

四
月
～
五
月
ご

ろ
)
、

「
ア
ザ

ラ

シ

が

白

い

毛

を

失

い
、

黒

い
毛

に
変

わ

る

時

期

」
(Q
ミ
ミ
簿
、

五
月
ご

ろ
、
こ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
時
期
を
示
す
言
葉

に

ミ
ミ

簿
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
れ
は

「
カ
リ

ブ
ー
が
子
供
を
出
産
し
、
小
さ
な
子
供
を
持

つ
時
期
」
を
意
味
す
る
)
、

「
鳥

が

毛

を

失

い
、

か

つ
ま

だ

卵

を

産

ん

で

い
な

い
時

期

」
(§

慧

、
六
月
ご

ろ
)
、

「
鳥

の
羽

が

生

え

変

わ

り

、

か

つ
子

供

を

持

つ
時

期

」
(§
轟

、
七
月
ご
ろ
)
、

「
成

獣

図3ハ ンター と仕留め たカ リブー(・:.年9月 力ナダ・ケベック艸

ヌナヴィク地域にて)

の

カ

リ

ブ

ー

の

枝

角

(袋
角
)
の
皮

が

は

げ

落

ち

る

時

期

」
(§

焼§

ミ
勘
、
九
月
ご
ろ
、
枝
角

の

皮
が
赤

み
を
お
び
充
血
な

い
し
出
血
す
る
。
こ
れ
は
冬

の
到
来
を

つ
げ

る
)
、

「
子

供

の
カ

リ

ブ

ー

の
枝

角

の
皮

が

は

げ

落

ち

る

時

期

」
(§

ミ

§

神
、
九
月
～

一
〇
月
ご
ろ
、
湖

の
氷
が
凍
り
始
め

る
時
期

で
も
あ
る
)
、

「
貯

蔵

庫

や

土

中

に

埋

め

た

魚

や

カ

リ

ブ

ー

、

ア
ザ

ラ

シ
を

と

り

に

行

く

時

期

」
(題
ミ

ミ

簿
、

一
一
月
ご
ろ
)
、
「
日

が

非

常

に
短

い
時

期

」
(§
Nミ
§

、

一
二
月
ご

ろ
、

こ
の
時
期
を

「太
陽
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う
時
期

」
(動§

ミ

§

)
を
用
い
る
人
も

い
る
)
で
あ

っ
た

(岸

上

一
九
九
三

a
)
。

ネ

ツ
リ

ク

・
イ

ヌ

イ

ッ
ト

の
伝

統

的

な

暦

で

は

、

変

化

の
指

標

と

し

て
、

寒

さ

、

太

陽

の
位

置

、

ア
ザ

ラ

シ

や

鳥

、

カ

リ

ブ

ー

の
状

態

、

日

照

時

間

の
長

短

な

ど

が

利

用

さ

れ

て

い
る

。

彼

ら

は

、

身

の
回

り

の
自

然

や
動

物

の
変

化

を

通

し

て
、

ど

こ

に

移

動

し

、

ど

の

活

動

を

す

べ

き

か

を

経

験

的

に

身

に
付

け

て

い
た

。

こ

の
暦

か

ら

も

、

イ

ヌ
イ

ッ

ト

と

ア
ザ

ラ

シ

、

カ

リ

ブ

ー
と

の
関

係

は

き

わ

め

て
深

い
こ
と

を

う

か

が

い
知

る

こ
と

が

で

き

る

。
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